
＜機械・農作業の共同化に取り組む事例＞

○農作業受託組織を中心とした集落営農へ向けた取組

１．集落協定の概要

市町村･協定名 宮崎県西臼杵郡高千穂町 下野西
にしうすきぐんたかちほちょう しものにし

協 定 面 積 田（81％） 畑（18％） 草地 採草放牧地(1%)
74.6ha 水稲、たばこ たばこ 飼料

交 付 金 額 個人配分 30％
1,335万円 共同取組活動 共同施設整備費（集落センター改修、倉庫増設等） 48％

（70％） 農道・水路管理費（農道コンクリート舗装、水路布設） 5％
活動助成費（土地改良、各部会、小組合） 12％
その他（事務費、役員手当、研修会費等） 5％

協 定 参 加者 農業者 93人 生産組織 2組織 水利組合 4組合 農業生産 開始：平成12年度
法人 1法人

２．取組に至る経緯

下野西集落は、第２期対策までの取組で農道舗装の整備と水稲を中心とした共同利用

機械の導入を中心に進め、農道舗装については当初計画の約９割が完了し、機械導入に

ついてはオペレータ等による機械班を組織し受委託作業の円滑化を図ってきた。

第３期対策からは、受託作業組織の受託面積の拡大と、稲作にかかるコスト低減を進

めるほか、また直売所を開設し集落内で生産される農産物の地産地消及び県内外への情

報発信の拠点づくりを目指すことにした。

３．取組の内容

第２期対策までに稲作の作業受託の機械及び施設を整備し、下野西機械利用組合を設

立。第３期対策ではさらなる施設の整備拡大とオペレーターの養成、個人作業受託者を

取り込んだ協定の締結を進める。また、地域内で生産される農産物をはじめ加工品、工

芸品等を販売するための直売所を本年度設置し、農産物等利用組合を立ち上げ運営を開

始。施設は有人販売とし、直売所を訪れる集落住民をはじめ、国道325号線を通行中に

立ち寄る観光客など、多くの人との交流による情報発信の拠点を目指している。今後、

地域の特産となる農産物や加工品の開発、観光資源の掘り起こしを進めながら都市との

、 、 、交流につなげ さらに耕作放棄地の発生防止や農地の有効利用 地域住民の所得の向上

元気な集落づくりを目指す。

【 】 】機械利用組合と個人作業受託者との協議 直売所利用組合によるオープンイベント【



［集落の将来像]
○ 将来に向けて継続可能な農業生産体制を整備して集落内の農地を守り、農家所得の向上や都会との交
流等の取組みにより、集落住民各世代がいきいきと元気な活気ある下野西集落を目指す。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 個人作業受託者を取り込みながら、機械利用組合のオペレーター（集落協定機械班）を中心に、作業

受委託の拡大と、農業生産活動全般の作業の共同化・機械の共同利用を推進し生産コストの低減を図
る。農道舗装、用排水路等の整備も進めながら、集落内外の担い手に対し作業の受委託や利用権設定
を進めていく。直売所を設置し、集落で生産される農産物や加工品はもとより、工芸品や民芸品等も
展示販売し、あわせて集落をはじめ町内の有名無名の史跡などの紹介を行い、地域の情報発信の拠点
とする。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田・畑等 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化（ ）
（ 、（年２回及び随時） 機械購入及び倉庫建設を行い

個別対応 基幹的農作業に係る共同機械・
個別対応 施設利用を行なう。)

水路・農道の管理 共同取組活動
・水路…土地改良区及び受益 景観作物作付け
者で管理を行なった (約5km) 景観作物の作付けを。
・農道…未舗装区間の農道舗 行った （約10ａ） 担い手への農作業の委託。
装を行い、非農家等とも協力 コンバイン5.6ha 田植機
して管理を行なった。 共同取組活動 6.5ha 乾燥機73.4トン。
（約2.5km） 個人受託者とも連携して、

受託面積の拡大を図る
共同取組活動 地場産農産物等の販売

共同取組活動
直売所を設置し、地元の

農地法面の定期的な点検 農産物をはじめ加工品及
（年２回及び随時） び民芸品を販売する

集落内の連携（収穫祭の開催）
共同取組活動 共同取組活動

共同取組活動

４．今後の課題等

個人で作業を請け負っていた農家も含め受託料金等の取決めを統一し、機械の有効

活用と稲作の生産コストの低減を進めたが、まだまだ個人所有の機械が多いため、さ

らなる作業受委託拡大に向けた取組と、集落営農についての将来的な方向性について

話合いを進めることが必要である。

また、直売所を設置したことで集落内に活気が見られるようになってきたが、農産

物等の品ぞろえの充実や加工品の開発が必要であり、観光資源の発掘など、都市との

交流につなげていくための取組が必要である。

［第２期対策の主な成果］
○ 共同機械購入及び農業用倉庫建設(Ｈ17年度 ｺﾝﾊﾞｲﾝ1台 Ｈ19年度 田植機1台･穀物乾燥機2台）
○ 下野西機械利用組合の設立及び農作業受託（コンバイン5.6ha 田植機6.5ha 乾燥機73.4トン）
○ 公民館改修工事 ○ 農道舗装（2,572ｍ）及び側溝敷設（160ｍ） ○ 有害獣対策(罠免許取得補助・

猟友会補助) ○ 交流ｲﾍﾞﾝﾄ「ほおずき祭り」開催 ○ 先進地視察研修


